
第11回豊島区自治推進委員会 会議録 

 

附属機関名 豊島区自治推進委員会（第11回） 

主管課 区民部区民活動推進課 

開催日時 平成21年2月26日（木）19時～20時 

開催場所 生活産業プラザ 7階 会議室 

出席者 委員 
（名簿順・敬称略） 

磯部力（会長）、金井利之（「協働・政策部会」部会長）、小原隆治

（「地域協議会部会」部会長）、石川陽子、片倉恵美子、小林恵美子、

坂本勇、鈴木正美、田中幸一郎、富樫知之、春田稔、余吾育信、

島村高彦、堀宏道、小林俊史、垣内信行、渡邉文雄 以上17名、 
欠席者3名 

 専門委員 長野基（地域協議会部会） 以上1名、欠席者１名 

 区側出席者 齊藤雅人（企画課長）、齊藤忠晴（区民活動推進課長）、神田光一（地

域区民ひろば課長）【事務局】矢作豊子（区民部副参事）、阿部治子

（区民活動推進課自治協働推進担当係長） 

公開の可否 公開 傍聴人  0名 

会議次第 １．開会 
２．最終答申案の承認について 
３．最終答申の提出 
４．挨拶等 
５．閉会 

審議経過 

 

【発言者】 

＊各委員については本日の発言順にA委員、B委員…で記載しています。 
 
【議事・発言要旨】 

１．開会 

＊出欠者の確認 
＊傍聴人の確認 
＊本日の会議資料の確認 

区民部副参事 定刻となりましたので、「第11回豊島区自治推進委員会」を開催させていただきます。

本日の次第に従いまして、会議の進行を会長にお渡しさせていただきます｡ 

会長 皆様、本日はお忙しい中、ご出席を賜りましてありがとうございます。いよいよ本日で

この委員会も最終回でございます。２年間経ったわけでございまして、この間、審議にご

協力いただきましたことを誠にありがたく、御礼申し上げます。特に、両部会長並びにそ

れぞれの部会のメンバーになられた皆様には、16回とか17回とかいう開催回数でございま

して、大変多くの時間とエネルギーを費やして、議論を積み重ねていただきました。その
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会長 成果が、本日の最終答申に結びついたということであろうと存じます。ありがとうござい

ました。 

さて、それで本日は、この最終答申を区長に提出することが課題でございまして、これ

がこの委員会の最後に仕事ということになります。区長のご都合もありまして、本日は開

始がちょっといつもより遅いのですけれども、終了時刻としては、８時を目途に進めてま

いりたいと思いますので、今日も最後までご協力くださいますよう、よろしくお願い申し

上げます。 

それでは、まず前回の会議録の公開について、お諮りしたいと思います。既に事前にお

送りをいたしまして、お目通しをいただき、何かお気づきの点、修正等に関しましては、

既に事務局にお申し出いただいていると思いますので、お手元にございます会議録の案は

問題ないと思いますが、何かご意見、ご発言ございますでしょうか？よろしければ、これ

をもちまして、前回の第10回会議録は公開するという取り扱いとさせていただきます。 

本日の第11回で最終回でございますが、本日の会議録については、もう１回会合を開い

て確認をするということもなかろうと思います。今日の委員会に関しましては、いつもの

ように事務局で取りまとめて、私の責任で確認をするということで、よろしゅうございま

しょうか？それでは、そのようにお任せ願いたいと存じます。 

会長 ２．部会報告について 

それでは、次第に従いまして、次は最終答申案の承認ですけれども、まずこの答申案の

取りまとめ経過につきまして、事務局からご報告をお願いしたいと思います。 

区民部副参事 それでは、皆様お手元の最終答申案をお開きいただきますでしょうか。 

はじめに（検討の経過）を述べさせていただいた後に、１・２・３章の構成になってご

ざいます。２章と３章につきましては、前回ご承認をいただきました、地域協議会部会、

協働・政策部会、それぞれの部会から出されました最終答申に向けた部会報告を掲載させ

ていただいております。それを踏まえまして、第１章でございますが、その総論の部分と

いたしまして、１．参加・協働推進施策の総合的な展開という章を設けさせていただきま

した。 

検討の経過につきましては、これまでの経過を簡単に述べさせていただいたものでござ

います。それぞれ部会を設置して、その部会をもとに中間報告、中間答申、そしてその内

容を総括して最終答申として提出するという経緯でございます。 

次が総論部分に当たります参加・協働推進施策の総合的な見解でございますが、まず各

部会からの報告につきまして、それぞれ見開き２ページにわたりまして、内容を述べさせ

ていただいております。簡単にそれをまとめたものが、それぞれ２ページにございます。

８ページでございますが、これまでそれぞれの部会報告という形で、個別に検討されて

いったものを、最終答申ということでまとめましたということを、ここで２．推進施策の

全体イメージという形で、まとめさせていただいております。 

次のページに、前回皆様にお配りいたしました、参加協働推進施策の全体イメージとい

う図をつけまして、それぞれの部会のご報告・ご提言が、推進施策の全体像の中でどうい

うふうに関連づけられているかということをまとめさせていただいております。 

また、こうした全体像を踏まえて、今後は個々の施策についても、総合的な展開を図ら
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区民部副参事 れたいというような文言で、ここのところはまとめさせていただいております。 

第１章の最後でございますけれども、３．今後の検証のあり方についてということで、

前回の委員会のときに委員の皆様から、この答申が今後どのように生かされていくのか、

見通しを踏まえて、区がどのような施策展開を図っていくのかを、どのように検証してい

くのかというご意見を多数いただきました。そうしたことを踏まえまして、今後の検証の

あり方についてということで、とりあえずこの委員会は終了いたしますが、一定程度のモ

デル事業の展開を終えた後には、改めて区民参加の検証を設けていくことが必要であると

いう、そういったことをまとめさせていただいております。 

第１章につきましては、そうした形で、全体を総括するまとめとさせていただきました。

２章、３章を、先に申し上げましたように、それぞれの部会報告を重ねまして、53ページ

から参考資料ということで、この委員会の名簿及び会議の開催経過、またこの委員会の設

置の基盤になります自治の推進に関する基本条例等、この委員会条例を完成条例として、

参考資料として巻末につけさせていただいております。 

以上のような形でまとめさせていただきました。ご説明は以上です。 

会長 ありがとうございました。今、お話しがございましたとおり、最終答申の実態的な部分、

実質的な部分は、それぞれの部会から、前回の委員会に確認いただきました、各部会報告

の第２章、それから３章、これは最終答申の本体部分であるということは明らかなのです

が、単にそれを綴じただけというのでは、やや形式に関わるということで、第１章、その

両部会がまさに、二つの章がばらばらではなくて、総合的に、車の両輪といってもいいの

かもしれませんが、一体ものであるということを、改めて第１章で述べてあるというふう

に理解しております。 

既にお目通しはいただいているだろうと思いますけれども、何かご発言ございましたら、

お願いいたします。事前にお送りし、ご確認いただいて、特段ここを直せとかいうご批判

はなかったと伺っておりますが、よろしゅうございますでしょうか？ 

それでは、改めて今日、最終答申（案）という形のこの文章に対しまして、委員会メン

バー全員のご承認をいただいたということで、これで案を取って「最終答申」ということ

にさせていただきたいと思います。 

区民部副参事 すみません、まだ区長が到着しておりませんので、しばらくご歓談を･･･。 

会長 今日、この後、セレモニーとして、私が代表させていただいて、区長に最終答申をお渡

しして、私からも一言申し上げたいと思いますけれども、その後せっかくの機会だからと

いうことで、皆様から一言ずつでも、お一人１分程度とお考えいただければと思います。

Ａ委員 ちょっと質問してもよろしいでしょうか？ 
この自治推進委員会は、当初、政策経営部が庶務（事務局）でしたが、１年経ちまして

区民部に移管されたと聞きました。自治推進委員会条例上は、「政策経営部が庶務を取り

扱う」となっておりますが、修正はしないのでしょうか？ 

区民部副参事 条例を最初につくりましたときに、企画課が所管でございましたので、この所管につい

ては政策経営部ということで条例を制定いたしております。ただ、このテーマが非常に地

域づくり、コミュニティに非常に関係しているところがございましたので、事務局も区民
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区民部副参事 部に移させていただきました。 
ただ、自治基本条例というのは、非常に区の最高規範というふうに位置づけられるもの

でございまして、区政・自治体運営のあり方、あるいは区民のみなさんと参加・協働とい

う広い意味で考えますと、やはり本来的には政策経営部の所管の条例だというふうに考え

ております。運用上１年は区民部でやりましたということで、次回どこが所管になるかと

いうのは、また次回のテーマにもよるかと思いますが、今のところは、そのモデル事業の

検証というテーマでございますれば、引き続き、私どもの自治協働推進のセクションが担

当するのがふさわしいのかなというふうには考えております。 

Ａ委員 わかりました。 

企画課長 Ａ委員のおっしゃるとおり、本来であれば、これは区長が組織を変更するときに条例変

更も提案するという選択肢もあったと思っております。 
ただ、先ほど副参事が申しましたとおり、今後も「自治の推進に関する基本条例」とい

うものが、区民参加や情報公開など、非常に区政の根幹に関わる部分を所管してございま

すので、原則としては政策経営部の企画課で担っていきたいと思ってございますが、この

「自治推進委員会」については、今後、先ほど副参事が申し上げましたとおり、そこで扱

うテーマは、非常に幅広うございます。幅広いテーマの中で、やはり今後も、参加と協働

について少し詰めていこうということであれば、少し条例の改正等の検討も必要かなとは

思っておりますけれども、今回、この答申いただいた中で、それを区長部局のほうで、そ

れをもう一度中身を拝見させていただきまして、今後の進め方を検討した上で、あわせて

条例のことも改めて考え方を決めていきたいと思ってございます。 

「協働・政策部会」 
部会長 

少なくとも、「庶務は政策経営部で」と条例に書いてしまった以上は、条例を改正しな

いといけなかったのではないかと思います。 
ただ、それは形式論なので、それは重箱の隅をつつくことになるのだったらあまり意味

はないのですが、実質的にはかなり意味があったと思うのです。 
端的に言うと、今回二つの部会が出したモデル事業案がありますが、モデル事業案を出

すということは、モデル事業案について予算要求するということになると思います。予算

要求をする場合の要求部と査定部が同じか、違うかというと、これはやはり実質的に意味

を持つ。要求するところが査定するのであれば、自分で自分のことですから、基本的には

同じことになりますが、普通は要求と査定は違う。これだけ欲しいといっても、政策経営

部としては、全体を考えるとそうはいかないのではないのかという査定が入るということ

になる。そうして考えると、やはり実質的にも影響があったのではないかと。 
モデル事業にどれだけ予算がついたかというのは、協働・政策部会で先日企画課長から

説明してもらったのですが、なかなか厳しい予算査定であったということでした。それは

最終的には区長のご判断ということなので、それはそうなのですが、部会としては、予算

として決まったのだから、できれば決まったものは大きく育ってくださいというポジティ

ブな意見と、これだけ部会で議論したのに削られてしまったねというような気持ちと、両

方あったという所感を持ちました。 
もしよろしければ、先日の協働・政策部会に参加されていなかったかたのために、モデ

ル事業の来年度予算案の内容をご説明いただけますか？ 
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企画課長 事業名が、「協働推進プロジェクト」ということで、その事業内容として、その中で、

地域協働モデル事業と、事業委託のモデル事業をやりますという内容でございます。 
それについて、約250万円の予算が立っておりまして、これから議会のご審議をいただく

という、そういう状況でございます。 

会長 その予算案は、当初の予算要求額の何パーセントくらいなのですか？ 

企画課長 予算要求額というもの自体が、各部局の中でも非常にまだ固まらない段階で、話し合い

の中で要求が最終的に固まってくるという部分もございますので、初めからすべての予算

要求が100％固まって金額があって、それが何％削られたとかいうことを、全部が全部説明

できるほどございません。 
確かに予算編成過程の中で、今回、非常に経済状況が急転直下、悪化いたしましたので、

来年度の区の一般財源、非常に大きく削らなければいけないような部分がございまして、

区民サービスに直結する部分にまず予算を当て、新規拡充事業については非常に慎重に取

り扱ったところでございます。 

会長 ちょうどいいタイミングで区長がお着きになりました。 

区民部副参事 それでは、区長も参りましたので、早速でございますが、会長から、区長に答申をお渡

しいただければと思います。 

会長 本委員会は、平成19月21日に諮問を受けました、参加と協働のまちづくりを推進するた

めの、基本施策について検討を重ねてまいりました。委員会の任期満了に当たり、これま

での検討成果をまとめ、最終答申として提出いたします。 

区長 どうもありがとうございました。 

区民部副参事 それでは、最終答申を提出いただきまして、委員会を代表して、会長、一言ご挨拶をお

願いいたします。 

会長 それでは、会長という立場で一言、ご挨拶申し上げたいと思います。 
この委員会が発足いたしましたのは、平成19年２月でございますので、丸２年経ちまし

た。長いような短いような時間でございましたけれども、最後に当たりまして、２点ほど

申し上げたい。 
一つはこの２年間、委員各位におかれましては、本当に誠心誠意、議論を一貫して、継続

的に続けていただきましたことを、私も今までこういう区民参加の会議体を経験してまい

りましたけれども、稀なほど充実したものであったのではないかなというふうに思います。

委員の皆様、公務の委員の方もおられましたし、いろいろな組織を代表するという立場で

ご参加いただいた方々もおられて議論の仕方が難しいというようなこともおありになった

のではないかなと思うのですけれども、そういうことを乗り越えていただきまして、非常

にこれからの豊島区における区民参加のあり方をめぐって、充実した議論をしていただい

たと思います。この点は、特筆大書して区長に申し上げたいと思います。 
ついでに、事務局も２年間大変よく頑張りました。これも感謝したいと思います。 
以上が振り返っての感想でございまして、これから将来に向けての話なのですけれども、

区長のご到着を待ちながら、多少予算の話など出ておりましたのですけれども、この最終
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会長 答申、しかるべく重く受け取っていただきたいと思います。もちろんそのおつもりであろ

うと思いますが、こういう情勢でございますし、経済情勢、政治情勢もますます不透明で

ありますし、なかなか答申通りに行かないという状況だろうと思います。 
それはそれでわかるのですけれども、この我々が今日提出しております問題は、もちろ

ん予算の点でもバックアップをお願いしたいと思いますけれども、モデル事業のような形

で始めて、それをさらに広げていくというような方法論を取っているわけでございますの

で、お金に限らず人員の面、あるいは区政全体の縦割り的でない組織的なバックアップが

必要になってくるだろうと思いますので、ぜひ、そういう包括的な課題で、しかも息の長

い大事な課題、ここ１年、２年でどうなるという話ではないということも事実でございま

しょうから、そういう意味で、しっかりと、相当重い課題ですが、よろしく受けとめてい

ただきたいと、以上２点、代表して申し上げさせていただきました。 
会長として、なかなか十分な運営ができなかったのではないかと、内心忸怩たるものが

ありますが、みなさんのご協力に感謝して、とりあえずご挨拶とさせていただきます。ど

うもありがとうございました。 

区民部副参事 ありがとうございました。 

続いて、区長からも委員の皆様に一言ご挨拶申し上げます。 

区長 みなさん、こんばんは。大変遅い時間にこのように大事なお時間をいただきまして、あ

りがとうございます。 

ただいま最終答申をいただきました。今、会長のお話のように、２年間にわたって、本

当に委員の皆様には熱心なご審議を賜り、心より感謝を申し上げる次第でございます。 

「中間報告」、「中間答申」をいただきまして、そして今日は「最終答申」をいただい

たわけでありまして、これらの審議経過につきましては、事務局から逐次報告をいただい

ておりますけれども、ただいまの会長のお話のように、皆様方が誠心誠意、精力的に充実

した議論をしてこられたというようなことで、すばらしい答申をいただいたわけでござい

ます。まさに、ここに「最終答申」という形で、参加・協働推進施策の全体像をお示しい

ただいたわけでございまして、地域協議会や協働モデル事業など、これまでの枠組みを大

きく超えて、本当にトータルで、これからの自治のあり方というようなことを、ご示唆を

いただいたのではないかと思っております。 

会長のお話のように、これをどういう形で具体化して、まさにこれからが、我々行政も

含めて、この豊島区全体の区民にどう浸透し、区民の参加と協働の中でこれらの事業展開

ができるかという、大変重い重いご示唆をいただいたのではないかと思っております。自

立的な自治体運営が求められる中で、区はさまざまな政策課題を抱えておりますけれども、

どのような分野においても、政策課題であっても、これを解決していくのがまさに区民の

みなさんとの参加と協働が基本であると思っております。 

豊島区は、昨年の11月には中野区を抜いて日本一の高密都市になりまして、区としては、

環境都市を目指してこれらについても挑戦をしていくわけでございますし、そういう中で、

４月には学校の森づくりというような、子どもたちに、１万人の児童生徒の植樹祭という、

そういう展開もこれからしていく。それはやはり地域の力、地域のいろいろな形の中の協

力がなければできないわけでありますので、町会、自治会等、あるいは地域の区民ひろば
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区長 というような形の、小学校単位のいろいろな世代を超えた交流の場もつくられております

けれども、さらにこれらをトータルで全体像をお示しいただきまして、これからその地域

がどういう形でまちづくりをしていくかというようなことのご示唆をいただいたのではな

いかと思っておりますので、この答申をしっかりと踏まえて、そしてこれをまさに生かし

てこそが、これからの豊島区の自治のあり方であり、まちの活化であり、そして豊島区の

個性が生まれてくるのではないかと思っておりますので、本当に今回のご答申をしっかり

と受けとめて、これから豊島区のまちづくりに、将来に向かって、最大の努力をしていき

たいと思っております。 

今回、本当に２年間にわたり、会長を中心にして、協働・政策部会部会長、そして地域

協議会部会部会長、本当に大活躍をしている先生方のお力もいただきながら、委員として、

公募の方々、まちづくり、そして子育て、区民ひろば、人権、さらには商工業、経済、福

祉、町会、自治会、安心・安全のまちづくりの方々、公募の方々も含めて、大変すばらし

いメンバーの構成であり、加えて区議会のそれぞれの各党の代表の方々にもご参加をいた

だいたというようなことでありますので、本当にこのメンバーを見て、そして２年間のま

さに論議、討議が生かせるような豊島区でなければいけない、そんな思いがしております。

本当に２年間の間、皆様方のお力添えに、心から感謝をし、これのまさに労に報いるに

は、この答申をしっかり踏まえて進めていくことではないかと思っておりますので、これ

からもどうぞよろしくお願いいたします。 

みなさん、本当にありがとうございました、心から御礼申し上げます。 

会長 どうもありがとうございました。 

それでは、最後の機会でございますので、一言ずつご発言をいただきたいと思います。

「地域協議会部会」 
部会長 

改めて、皆様、特に地域協議会部会のメンバーの皆様に深くお礼を申し上げたいと思い

ます。 

今、振り返りますと、大小合わせて、心残りな点はないわけではないわけでございまし

て、先ほど、協働・政策部会部会長からご指摘もありましたけれども、金目の話がいま一

つ詰め切れなかったというのは、大きな心残りの一つであります。大げさに言いますと、

幼い子を残して先立つような心持ちがしないわけでもないのでありますけれども、ぜひ豊

島区におかれましては、この幼い子を大きく育ててくださいますよう、お願いをいたした

いと思います。 

「協働・政策部会」 
部会長 

部会を中心に、本当に区民のみなさん、大変自由闊達な議論ができたのではないかなと

いうふうに思います。これは本当に、部会のみなさんのお陰です。それから事務局も、い

ろいろな資料面にわたる、かなりの相当な注文をしたのですけれども、それにいつも的確

に答えていただいたところです。そういう多くの方のご支援のもとに部会での議論ができ

たのではないかなと思います。大変ありがたく、感謝申し上げたいというふうに思います。

「地域協議会部会」 
専門委員 

今後は、実際のモデル事業の運営ということに入っていくと思いますが、単年度で終わ

るだけではなくて、恐らく複数年度にわたると考えられます。これからのことを考えます

と、やはり事務局も担う職員の方のご負担、とても多くなろうかと考えております。 

これは区長さんにお願いということになるわけですが、やはりとても大変な作業を事務
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「地域協議会部会」 
専門委員 

局にお願いすると思いますし、また、地域を飛び回る役をもお願いすることになると思い

ますので、新しい人材を配置することにあたっては、やはりフットワークの軽い方をどん

どんお入れいただくということと、それから、全く新しい試みでございますので、こうい

った地域協議会などの事務局を担った方が、その後のキャリアステップになって上がって

いくような、そういったようなポジションになっていけば、今後、制度設計をした組織が

育っていくのではないかと、そんなふうに考えております。 

Ｂ委員 公募委員で、豊島区のことはあまり知らないで参加させていただいたのですけれども、

私にとってはティム・バートンの世界に飛び込んだような感じでございまして、一番印象

に残りましたのは、今日、会長さん、区長さんを初め、お話を伺いまして、初めてこの委

員会の実態というのはそういうことだったのかと思うような部分もございます。闊達と言

えば聞こえはいいのですけれども、場違いな発言をさんざんさせていただいて、それをき

ちんと受けとめていただけたので、それはありがたかったのですけれども、私の普段付き

合っている区民の人々が、この委員会でやっているようなこととどう関係があるのか、ま

だ私にはわかりません。 

Ｃ委員 今回、いろいろ勉強させてもらいまして、今感じておりますことは、自治・協働という

ものについての区民の意識を高めることが大切だと痛感しております。システムができて

も自分たち区民が意識高く動かなくてはいけない、自分自身の問題なんだということを改

めて感じています。 

そのためにも、「情報発信」というものを、何とかいろいろな形でお願いしたいと思い

ます。あちらこちらで活動しているみなさんの様子を知ること。そのことで私たちも触発

されますし、区民の方々も「私もやってみよう」「参加したいな」と思うわけで、区の広

報紙もありますが、その他たとえば楽しいウェブなどで活動の様子などを知らせていただ

くと、自治に参加しようという意識も高まると思います。 

Ｄ委員 今、区長のお話を伺っていまして、この自治推進委員会の答申で、これを生かしてこそ

というふうにしっかりと私の耳に入っておりましたので、予算を取っていただいたので、

やはり今後の検討推進のあり方というか、どのようになっていくのかというのも、私たち

の目で見ていきたいと思いますので、ぜひともよろしくお願いいたします。 

Ｅ委員 改めて今日までのご苦労に対して、心から敬意を表します。大変ご苦労さまでした。あ

りがとうございます。 

Ｆ委員 団体や地域社会で、２年間この自治推進会議で議論したことを、少しでも具現化できる

ように努力をしてまいりたいと思います。ありがとうございました。 

Ａ委員 フォーユーエブリボディ、シーユーアゲイン、サンキュー。 

Ｇ委員 思い起こせば、２年前は、非常に手探りの状態で議論を重ねてきたと思いますが、やっ

とここまで来れたなというような実感を持っています。これはしっかり受けとめていただ

けるということを、区長さんからのじかの声で聞きましたので、非常に安心しております

ので、ぜひこれを、区民の手の届くところまで落とし込んでいただきまして、ぜひ実現を

していただきたいというふうに思います。 
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Ｈ委員 地域協議会部会でお世話になりました。今、地域の力、地域力がどんどん低下している

中で、このような参加と協働、特に地域協議会がその機能を本当に発揮できれば、本当に

恐らく地域は相当変わってくるのではないかというようなことを夢見て、この委員会に参

加させていただいておりました。ありがとうございました。 

Ｉ委員 私は豊島区に住んでまだ数年の人間で、公募委員として選んでいただいて、非常にいろ

いろ大変勉強させていただいたと、そういうことを大変感謝しております。これでなくな

ってしまうかと思うと、勉強する場がなくなってしまうような感じがして、ちょっと悲し

い思いがしております。 

特に感じたことは、区の職員の方がこんなに熱心なんだということ。普通の区民の人は

あまりわからない、わかっていないこと多いので、特に区の若い人が、もっとどんどん区

民の中に入ってきて、一緒に何かボランティア活動するとか、そういうことをやっていた

だけるともっといいのではないかなと、強く感じました。 

それで、先ほど来、近年の不況とか財政状況のことが言われておりまして、私も前回の

協働・政策部会で予算を見たとき、うーんと、実は思ったんですが、しかしながら、よく

よく考えますと、私、地域活動しておりますけれども、地域活動やっている人間にとって

は今がチャンスです。経済的にも、巣篭もり経済が売れているとよく言われています。外

国旅行に行ったりするのはやめたり、残業ばかりしていた人が残業がなくなっている。こ

ういう状況が、今、地域活動する一番のチャンスだと思うのです。 

だから、あまりそこはマイナスに考えないで、予算は少なかったけれども、今は普通の

人たちを地域活動に引き込むチャンス。時間も余っているし、それから巣篭もりになって

いる人、ちょっと地域に出て、金がそんなにかからなくても楽しいことができたり、楽し

いことの中で交流が生まれて、地域の人たちが顔見知りになってくれば、安全・安心に必

ずつながっていくわけです。だからここを、ぜひ区も我々も、チャンスだと捉えて、ぜひ

活性化していただきたい、活性化していきたいと思っています。 

Ｊ委員 ２年間、本当にありがとうございました。本当に、私自身これからみなさんとともに、

全力で取り組んでいくことをお誓い申し上げます。 

また、行政側も参加と協働という、これからの時代に非常に必要不可欠なテーマでござ

いますので、全力のご支援を心からお願い申し上げます。ありがとうございました。 

Ｋ委員 ２年間にわたりまして、豊島区の発展のためにご尽力をいただきまして、この場をお借

りして、お礼を申し上げさせていただきます。私もその初め、これが出てきたときに、ど

うなってしまうのだろうという不安をずっと持ち続けてまいりましたが、委員各位が本当

に豊島区を愛してもらった中での発言をしていただいたおかげで、無事こういったすばら

しい答申ができ上がったのかなと思っております。これが本当に、その予算は別にして、

本当にせっかくご議論いただいたものが花咲くように、議会としても責任を持って取り組

んでまいりたいと存じます。ありがとうございました。 

Ｌ委員 難しい課題だと思いましたけれども、部会のみなさんを中心に本当に熱心なことで、い

い答申ができたと思っております。今度これをモデル事業とか、それから地元の方が協働

推進ということにどういうふうに扱うかということは、これから話し合っていただくと思
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Ｌ委員 うのですけれども、実は豊島区の地域というのは、非常に複雑に、だけど層は厚く、いろ

いろな活動をしている方がいらっしゃると私は思っています。 

その中で、この机上の仕組み案みたいなものを、どう扱い、どうブラッシュアップして

いくかというのが非常に楽しみであると思っています。それだけの地域の力というのは、

豊島区にあると信じていますので、この案がさらによくなって、どういう豊島区の政策に

なっていくかというのを、私たちも応援したいと思いますし、できましたらそういうモデ

ル事業とか、来年から関わる具体的なものをやっている方と一緒に、この委員のみなさん

と、これは任意でいいと思いますけれども、意見交換するような座談会なんかやってみる

と、非常におもしろいのではないかと期待しております。 

Ｍ委員 ２年間、大変ご苦労さまでございました。議員は、委員会しか出席できませんでしたけ

れども、各部会、相当議論された形でもって、最終答申に至ったのだろうというふうに思

います。この努力が、この答申に実っているのではないかと思います。 

ただ、この実ったものが、本当に来年度からのモデル事業、さらにはこれを区全体に広

げていくとなれば、それは長い間の年月がかかるというふうに思いますが、行政側におき

ましても、議会にしましても、この答申が花咲くように頑張っていきたいというふうに思

っていますので、これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

Ｎ委員 どうも２年間にわたりまして、白熱するような議論の中で、立派な答申をおまとめいた

だきまして、ありがとうございました。 

先ほど来、この答申が実現するためには、事務局の奮闘が非常に大事なことだというお

話でありました。私はもう定年退職ですので何とも言えませんが、これまでのスタッフが

今までどおり、今まで以上の熱意を持って進めていくと思います。 

あわせまして、やはりこれは事務局のこともさることながら、このことについて熟慮の

今まで議論していただきまして、皆様方が地域の中で、この意義を地域の中で広げていく

というと非常に大きな力になるのではないかと思いますので、この答申がどうなるのか、

検証していただけるということですので、合わせて地域の中にも、そういった必要性を広

めていただければ大変ありがたいと思います。 

会長 ４．閉会 

ありがとうございました。以上をもちまして、本日のみならず本委員会の議事はすべて

終了ということになります。 

これをもちまして、閉会とさせていただきます。皆様、どうもありがとうございました。
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